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・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
は
、
見
通
し
が
良

く
な
る
他
、
歩
行
者
が
車
を
発
見
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

・
ハ
イ
ビ
ー
ム
に
す
る
と
歩
行
者
等
を
よ

り
発
見
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
イ
ヤ
ホ
ン
等
で
周
り
の
音
が
遮
断
さ
れ
、

背
後
か
ら
近
づ
い
て
き
た
車
に
気
付
か
ず

接
触
し
、
死
亡
し
た
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
な
が
ら
歩
き
は

や
め
て
、
歩
く
こ
と
に

集
中
し
ま
し
ょ
う
。

・
冬
は
特
に
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
や
橋
の
上
、

樹
林
等
の
日
陰
は
凍
結
な
ど
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
制
動

距
離
は
夏
よ
り
も
３
～
10
倍
以

上
に
な
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り
と

運
転
し
、
早
め
の
ブ
レ
ー
キ
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
ど
ん
な
に
短
い
間
で
も
家
や
車
か
ら
離

れ
る
と
き
は
必
ず
施
錠
す
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
窓
等
に
は
「
補
助
錠
」
を
使
用
す

る
と
侵
入
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
効
果
的
で
す
。

町
内
の
交
通
事
故
状
況

　
町
内
の
交
通
事
故
は
、
犯
罪
発
生
件
数
と
同

じ
く
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
９
月
に
１
件
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
１
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
交
通
事
故
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
撲
滅
の
た
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
交
通
安
全
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

〈
運
転
手
編
〉

年 刑法犯件数
令和元年 12
令和２年 ９
令和３年 ２
令和４年 11
令和５年 11

地域で作ろう！安心 ・安全なまち！
～防犯 ・交通安全対策～

令和５年度
足寄町「交通安全・防犯」町民大会

日時：10月24日（火）　午後３時30分～
場所：あしょろ銀河ホール21　２階大ホール
内容：講　　話　「交通安全について」「防犯について」　講師：本別警察署
　　　決意表明　足寄小学校児童代表・足寄中学校生徒代表・足寄高校生徒代表
　　　　　　　　足寄町交通安全協会会長・足寄町防犯協会会長

　　　４年ぶりに全町民を対象とした、町民大会を実施します。
　　コロナによるさまざまな規制が緩和され、今後交通事故や犯罪の増加が懸念されます。
　　　町民大会に参加して、町民一人ひとりの意識を高め「交通事故のない町」「犯罪のない安全で
　　安心な町」を目指しましょう。

～主催　足寄町交通安全協会・足寄町防犯協会～

町
内
の
犯
罪
発
生
状
況

　
町
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
行
動
制
限
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
２
年
、
３
年
に
つ
い
て
は
著
し
く
減
少

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
制
限

が
緩
和
さ
れ
令
和
４
年
に
は
全
体
で
11
件
、

令
和
５
年
８
月
末
現
在
で
は
す
で
に
11
件
の

犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
窃
盗
犯
は
、
今
年
に
入
り
件
数
が

増
え
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
窃
盗
は
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
が
高
ま

る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
犯
罪
で
す
。

「
私
は
大
丈
夫
」
と
気
を
抜
か
ず
、
次
の
対

策
を
行
い
犯
罪
の
抑
止
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
車
上
狙
い
や
空
き
巣
等
は
、
所
有
者
が
い
な

い
、
わ
ず
か
数
分
の
間
で
行
わ
れ
る
た
め
「
ち

ょ
っ
と
近
所
に
行
く
だ
け
だ
か
ら
」「
す
ぐ
に

買
い
物
か
ら
帰
っ
て
く
る
か
ら
」
と
油
断
し
施

錠
せ
ず
に
い
る
と
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
原
因
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
車
庫
や
物
置
か
ら
も
タ
イ

ヤ
等
が
盗
ま
れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

　
常
に
施
錠
を
し
て
い
て
も
、
貴
重
品
を
盗
ま

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
家

や
車
、
外
出
先
等
で
犯
罪
者
の
目
に
見
え
る
位

置
に
貴
重
品
が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合
で
す
。

町
内
で
車
上
狙
い
の
被
害
に
遭
っ
た
方
の
中
に

は
、
車
の
施
錠
を
し
て
い
た
の
に
、
窓
ガ
ラ
ス

を
割
ら
れ
て
金
品
を
盗
ま
れ
た
事
例
も
多
く
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
等
で
か

　秋から冬にかけて、日没が早まり暗い時間が長くなるばかりか、なにかと慌ただしくなり、
交通事故や犯罪が起こりやすい時期となります。
　安心で安全なまちづくりのため、防犯・交通安全の意識を高め、犯罪や事故が発生すること
のないよう対策を強化しましょう。

防
犯
対
策

交
通
安
全
対
策

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
大
変
危
険
で
す
。

目
の
前
に
人
や
鹿
な
ど
が
飛
び
出
し
て
き
て
も
、

急
に
は
止
ま
れ
ず
、
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
冬
場
は
、
路
面
が
凍
結
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
ス
リ
ッ
プ
し
事
故
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
交
通
量
の
多
い
道
路
で
は
頻
繁
に
追
突
事
故

が
発
生
し
ま
す
。
一
瞬
で
も
前
方
の
動
き
に
気

付
く
の
が
遅
れ
る
と
、
す
ぐ
に
止
ま
る
こ
と
が

で
き
ず
追
突
し
て
し
ま
い
ま
す
。
脇
見
運
転
は

絶
対
に
や
め
て
周
囲
の
確
認
を
十
分
に
行
い
ま

し
ょ
う
。
特
に
冬
場
は
積
雪
等
に
よ
り
見
通
し

が
悪
く
な
り
ま
す
。

※令和５年については
８月末現在までの件数

１　
必
ず
施
錠
す
る

２　
貴
重
品
を
放
置
し
な
い

３　
そ
の
他
の
対
策

ば
ん
か
ら
少
し
目
を
離
し
た
隙
に
盗
ま
れ
る

置
引
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
貴
重
品
は
在
宅
時
で
あ
れ
ば
常
に
自
身

が
管
理
で
き
る
場
所
に
、
外
出
時
は
肌
身

離
さ
ず
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
窓
に
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
と
ガ
ラ
ス

が
割
れ
に
く
く
な
る
た
め
、
狙
わ
れ
る
可

能
性
が
低
く
な
り
ま
す
。

　
犯
罪
者
は
「
光
」
を
嫌
い
ま
す
。
家
の
周
辺

へ
の
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
設
置
や
車
を
で
き
る
だ

け
明
る
い
所
に
駐
車
す
る
こ
と
で
犯
罪
者
を
遠

ざ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
犯
罪
者
は
「
人
の
目
」
を
嫌
い
ま
す
。
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
や
地
域
住
民
の
見
守
り
が
犯
罪

の
発
生
を
抑
え
ま
す
。

　
特
に
地
域
住
民
の
見
守
り
は
、
ご
近
所
と
の

親
睦
を
深
め
、
顔
見
知
り
と
な
る
こ
と
で
見
守

り
の
目
が
増
え
、
怪
し
い
人
物
の
発
見
や
犯
罪

を
起
こ
し
に
く
い
環
境
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
地
域
で
の
交
流
が
少
な
い
人
も
、
ま
ず
は
近

所
の
方
と
あ
い
さ
つ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

１　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
す
る

２　
周
囲
の
確
認
を
十
分
に
行
う

　
夕
暮
れ
時
は
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
対
向
車
等
が
い

な
い
場
合
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
に
し
ま
し
ょ
う
。

３　
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
ハ
イ
ビ
ー
ム

　
　
を
心
掛
け
る

〈
歩
行
者
編
〉

２　
「
な
が
ら
歩
き
」
は
絶
対
に
や
め
る

１　
懐
中
電
灯
や
反
射
材
を
利
用
す
る

　
今
の
時
期
は
、
午
後
４
時
頃
に
は
日
が
落
ち

す
っ
か
り
辺
り
が
暗
く
な
り
ま
す
。
運
転
手
は

車
の
ラ
イ
ト
を
頼
り
に
周
囲
の
状
況
を
確
認
し

ま
す
が
、
見
え
る
範
囲
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　
役
場
お
よ
び
本
別
警
察
署
で
は
、
無
料
で
反

射
材
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
有
効
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
た
り
、

両
耳
に
イ
ヤ
ホ
ン
を
付
け
て
歩
く
「
な
が
ら
歩

き
」
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
な
が
ら
歩
き
は
周

囲
へ
の
意
識
が
散
漫
と
な
り
、
危
険
察
知
が
遅

く
な
る
た
め
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
な

行
為
で
す
。詳

細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

☎
28
―
３
８
５
８

・
普
段
か
ら
「
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・
反
射
材
等
を
利
用
す
る
こ
と
で
運
転
手

へ
自
分
の
居
場
所
を
伝
え
、
危
険
を
回
避

で
き
ま
す
。
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　国際交流員のジャスミン・愛子・ジャクソ
ンさんが３年の任期を終えカナダに帰国しまし
た。町民センターで行われた出発式には、教
育委員会職員や友人、学校関係者など多くの
町民が見送りに集まりました。
　ジャスミンさんは「生涯忘れることのない、
すてきな３年間になりました」とお別れのあ
いさつをしました。

また会える日まで8/318/31

　町認定こども園どんぐり（富澤亜希子園長）で５月に植えた
野菜の収穫を行いました。大きく育ったね！

　西町４丁目自治会が、自主防災組織の活動
として町総務課の中川主査を講師に、洪水を
想定して町総合体育館までの避難行動を行い
ました。
　青木正則自治会長は「実際に歩いて指定避
難所まで避難することは貴重な体験となった。
実際に体験してみることが大切だと思った」
と話しました。

防災の意識を高める 9/39/3

ジャガイモ収穫（ぱんだ組） ニンジン収穫（こあら組）

タマネギ収穫（うさぎ組） タマネギ収穫（りす組）

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

今年のピンバッチは
　町共同募金委員会（髙橋健一会長）が募集
した「赤い羽根共同募金運動」で募金をした
方へのお礼などに渡される本年度のご当地ピ
ンバッジの足寄限定デザイン（５００個限定）
に町内在住の松山勇気さんのデザインが採用さ
れ、町社会福祉協議会で表彰式が行われまし
た。松山さんは「選ばれるとは思っていなかっ
たので驚きました」と話しました。

芸術に触れて9/149/14

自己ベストを目指して 9/169/16

　健康づくり講演会（町福祉課主催、北海道
健康づくり財団共催）が開催され、東海大学
生物学部生物学科の寺尾晶教授が「睡眠の質
を高める生活リズム健康法」について講演し、
44人が参加しました。
　寺尾教授は「睡眠をおろそかにしてはいけ
ない。不眠の原因はさまざま、根本的な原因
を知ることが大切です」と話しました。

良い睡眠で健康に9/79/7

9/89/8

　足寄中学校（中井哲校長）で青少年芸術鑑
賞会（町教育委員会主催）が開催され、劇団
さっぽろによる演劇「いちご同盟」が上演さ
れました。
　生徒らは真剣な様子で鑑賞し、最後に生徒
を代表して王塚蒼空さん（３年）が「とても感
動しました。貴重な機会をいただきありがと
うございました」とお礼の言葉を述べました。

　第29回町民水泳記録会（町教育委員会主催）
が開催され、小学生と高校生の37人が参加し
ました。　
　選手らは自由形やバタフライ、背泳ぎなど
の種目に出場し、小学生の１種目、高校生の
３種目で歴代記録が更新されるなど、会場に
拍手が沸き上がりました。

写真左から松山写真左から松山ささんんと松山晄太朗と松山晄太朗ささんん、髙橋会長、髙橋会長

8/288/28

8/308/30

8/298/29

8/308/30
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町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

交通安全の思いをつなぐ
　秋の交通安全運動三町たすきリレー街頭啓
発が行われ、渡辺俊一町長や町交通安全協会
（菅原智美会長）の会員、交通安全指導員、
本別警察署長など24人が参加しました。
　陸別町からたすきが引き継がれると渡辺町
長と菅原会長らは歩行者に笑顔で手を振りな
がら走り、本別町へたすきをつなぎました。

9/219/21

　利別川改修工事を行っている藤原工業株式
会社（藤原治代表取締役社長、幕別町）が大
誉地小学校（斉藤貴史校長）の児童を招き、
大誉地小学校付近の工事現場の見学会を開催
しました。
　児童らはＩＣＴを用いた重機の掘削作業の
見学やドローンの操縦、測量を体験し、建設
業の仕事を肌で感じました。

建設業の仕事を体験9/219/21

大自然でのひととき 9/249/24

いつまでもお元気で9/229/22

　阿寒摩周国立公園内にある湖オンネトーを
舞台とした「２０２３オンネトー物語」（町、
あしょろ観光協会、北海道新聞帯広支社主催）
が開催され、町内外から約６００人が訪れま
した。
　会場内では火起こし等のワークショップや
ピアノとパーカッションの２人組デュオ「ゆ
りずむ」によるコンサートも行われました。

　９月15日現在99歳で、今年度に１００歳を
迎えられる、豊田英子さんに白寿のお祝いとし
て渡辺俊一町長から感謝状と商工会商品券、
国からの１００歳のお祝い状および記念品を
手渡しました。
　感謝状と祝福に対して、豊田さんは「皆さん
のおかげで、長生きできました。感謝してい
ます」と話しました。

認定こども園どんぐり運動会認定こども園どんぐり運動会
９/ ９９/ ９

足寄中学校文化祭足寄中学校文化祭
９/30９/30



88 2023.102023.10
広報あしょろ広報あしょろ992023.102023.10

広報あしょろ広報あしょろ

町長とのふれあい懇談会を開催し
ます

令和５年度木質ペレット燃焼機器
導入補助について

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

令和６年度
新入園児募集について

　令和６年度の町認定こども園どんぐりおよび
へき地保育所に入園を希望されるお子さんを募
集します。現在、通園しているお子さんも、申
請していただく必要があります。
＜認定こども園どんぐり＞
■募集定員　おおむね１６５人
■募集内容
・０歳児～２歳児※生後６カ月から、共働きや
出産、病気などの理由により家庭で保育がで
きないお子さんのみが対象です。
・３歳児～５歳児
＜へき地保育所＞
①芽登保育所（芽登集落センター内）
　☎２８－３５０５
②上利別保育所（上利別基幹集落センター内）
　☎２８－０３００
③螺湾保育所（螺湾小学校内）
　☎２８－３０８９
■募集内容
・２歳児※共働きや出産、病気などの理由によ
り家庭で保育ができないお子さんのみが対象です。
・３歳児～５歳児
■募集期間　11月１日㈬～24日㈮
■申込方法　11月１日から子どもセンターおよ
び各保育所にて入園申し込みに関する書類を配
布しますので必要事項を記入の上、提出してく
ださい。

　町では、地域資源を活用し、経済的な波及効
果も大きい「木質ペレット燃焼機器導入」を支
援します。
■どんな補助制度？
　町内にお住まいの方が、木質ペレットストー
ブをご自宅や事業所に設置するとき、購入費用
の一部を助成する制度です。
■ペレットストーブで町を元気に
　林業の現場で発生する間伐材などを原料とし
て作った木質ペレットをストーブの燃料として
使うと、化石燃料の消費を減らすことができる
上、町の経済を活性化させ、森づくりを推進す
ることにもつながります。
■補助率および補助金額
　ペレットストーブ本体購入費の３/４の額
（補助上限額30万円）
◎申請書様式は、町ホームページからダウンロ
ードできます。
　補助金について⇒

町公式ＬＩＮＥの受信設定(配信項目の選択)ができるようになりました

詳　細　役場経済課商工観光・エネルギー担当
　　　　☎２８－３８６３

詳　細　役場福祉課子どもセンター
　　　　☎２５－２５７４

　これまで町公式ＬＩＮＥの配信情報は、登録いただいている全ての方に内容に関係なく配信して
いましたが、10月より必要な情報項目を設定していただくことで必要な情報だけを受信できる「セ
グメント配信」が可能になりました。町公式ＬＩＮＥに登録されていない方は、二次元コードをス
マートフォンで読み取り、ぜひ登録ください。

詳　細　役場総務課情報管理担当、広報広聴担当　　☎２８－３８５０

町公式ＬＩＮＥ
登録

町国保病院における人間ドック等
検診費用の助成について

詳　細　役場福祉課保健推進担当
　　　　☎２５－２５７１

適格請求書(インボイス)の発行
をお願いします

　町では、疾病の早期発見と早期治療を目的に
町国保病院で受診する人間ドックの検査費用お
よび胃カメラによる胃がん検診費用の一部の助
成を行っています。
■対象者
　町内在住の40歳以上で次に該当する方
・町国民健康保険または後期高齢者医療制度の
加入者
・上記以外の健康保険加入者のうち被扶養者
■自己負担および助成内容
・人間ドック…自己負担額２０，０００円（町
助成額２０，６２３円）
　※胃バリウム検査は助成対象外です。
・胃カメラによる胃がん検診…自己負担額６，
０００円（町助成額１６，０８２円）

■申込方法
　福祉課保健推進担当へ申し込みし、町からク
ーポンを発行した後、ご自身により町国保病院
へ受診予約していただきます。
■申込期日
　令和６年１月31日㈬
※�人間ドックの助成を受けた場合、脳ドックや
その他ＰＥＴがん検診等の助成が受けられま
せん。

東京と足寄を結ぶ・ふるさと会を開
催します

詳　細　役場総務課広報広聴担当
　　　　☎２８－３８５０

　第41回東京と足寄を結ぶ・ふるさと会を東京
都で開催します。
　東京都や近県に住む足寄町出身やゆかりのあ
る、ふるさと会に登録されていない方に案内を
送付しますので、お名前と住所をお知らせくだ
さい。また、町内にお住まいの方で参加を希望
する場合は、10月20日までにお申し込みください。
日時　11月11日㈯　午後６時～
場所　新宿プリンスホテル（東京
　　　都新宿区歌舞伎町）
参加費　８，０００円

　地域の皆さんと一緒に、これからのまちづく
りを考える「町長とのふれあい懇談会」を町内
４会場で開催します。
日時・場所
①10月23日㈪午後７時～らわん蕗の里
②10月27日㈮午後７時～芽登集落センター
③10月30日㈪午後７時～上利別基幹集落センター
④10月31日㈫午後７時～町民センター

詳　細　役場総務課広報広聴担当
　　　　☎２８－３８５０

　消費税法の一部が改正されたことにより、10
月１日から適格請求書等保存方式（インボイス
制度）が開始されました。
　適格請求書発行事業者の適用を受ける事業者
につきましては、次の部署に請求を行う際、適
格請求書等を発行していただきますようお願い
します。
・住民課住民室住民生活担当
・建設課上下水道室
・国民健康保険病院
　適格請求書の要否について、不明な点は各担
当にお問い合わせください。
詳　細　役場住民課住民生活担当
　　　　☎２８－３８５８
　　　　役場建設課上下水道業務担当
　　　　☎２８－３８６８
　　　　町国民健康保険病院総務担当
　　　　☎２５－２１５５

墓地のお供え物は持ち帰りましょう

　町で管理している墓地には、長期間放置され
たお供え物が数多く見受けられます。
　花や食べ物、飲み物をそのまま置いておくと、
動物に荒らされたり、腐敗し墓地が汚れたり、
蜂の巣等を作らせてしまう原因となります。
　お供え物は、お参りが終わったらすぐに持ち
帰りましょう。
詳　細　役場住民課住民生活担当
　　　　☎２８－３８５８

▶受信設定について
①受信設定を押す ②受信したい情報を選択する ※受信設定を行わない場合でも、

災害の恐れがあるときなど緊

急情報については、町公式Ｌ

ＩＮＥに登録されている全て

の方に一斉配信を行います。

Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

詳　
細　

社
会
福
祉
協
議
会�

☎
28

－

０
７
２
２

　
住
所
：
南
６
条
２
丁
目

　
平
日
：
午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
４

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
と
は

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
魅
力
の
一
つ
は
、

活
動
を
通
じ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い

が
あ
る
こ
と
で
す
。
仕
事
仲
間
や
、
同
級
生
、

趣
味
の
仲
間
と
は
ま
た
違
っ
た
、
い
ろ
い
ろ

な
価
値
観
や
個
性
を
持
っ
た
人
か
ら
、
刺
激

や
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ

か
ら
視
野
が
広
が
っ
て
新
し
い
自
分
の
再
発

見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
し
ま

す・
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
、

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の
【
意

志
】
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
か
ら
き
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
と
思
う
き
っ

か
け
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
自
分
の
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
る
と
て
も
身

近
な
活
動
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
分
自
身
を
豊
か

に
し
て
く
れ
ま
す
。

　10月15日から31日までは秋の火災予防運動期間です。この期間は暖房器具等の火気の使用も増え
ることから、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、いま一度、次の点に注意しましょう。

詳細　足寄消防署予防担当　☎２５―２６１９

住宅用火災警報器は設置から住宅用火災警報器は設置から1010年を目安に交換しましょう！年を目安に交換しましょう！
　住宅用火災警報器は、火災の煙を自動的に感知して、火災の発生を警報音や音声で知らせてくれ
るもので、いち早く火災の発生を知らせて逃げ遅れを防ぎ、あなたやあなたの家族の命と財産を守
るために大変有効な機器です。
　住宅用火災警報器の設置の義務化がされてからおおむね10年が経過しました。
　古くなるとセンサー等の性能の劣化や電池切れなどで火災を感知しなくなることが
ありますので、設置から10年を目安に交換してください。
　交換時に「設置年月日」を記入すると、次回の交換する目安が分かりやすくなります。
　また、足寄消防署では住宅用火災警報器について、点検・交換・訪問の業務を実
施していませんので、消防職員を装い不当に高額な価格で住宅用火災警報器を売り
つける悪質な訪問販売業者には十分気を付けてください。
　少しでも不審に思った場合は、安易に契約を行わないようお願いします。

介
護
予
防
、
地
域
支
え
合
い
活
動
を
目
的
と

し
た
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
在
住
の
40
歳
以
上
の
方
で
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
で
あ
れ
ば

誰
で
も
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
活
動

内
容
は
、
傾
聴
・
話
し
相
手
、
趣
味
活
動
の

相
手
、
芸
能
披
露
、
草
取
り
・
窓
ふ
き
等
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
活
動
時
間
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
付
き
、
１
年
間
で
た

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
最
大

５
０
０
０
円
ま
で
換
金
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
使
用
な
ど

で
既
存
の
交
通
手
段
を
利
用
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
に
対
し
、
外
出
支
援
を
行
い
ま
す
。

福
祉
車
両
の
乗
降
介
助
、
目
的
地
間
の
送
迎

を
す
る
活
動
で
す
。

※�

曜
日
・
回
数
な
ど
の
縛
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

空
い
て
い
る
時
間
に
活
動
が
可
能
で
す
。

・
付
き
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
付
き
添
い
の
方
が

い
な
い
利
用
者
に
対
し
て
見
守
り
、
病
院
内

の
移
動
を
お
手
伝
い
す
る
活
動
で
す
。

※
曜
日
・
回
数
な
ど
の
縛
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

空
い
て
い
る
時
間
に
活
動
が
可
能
で
す
。

・
お
も
ち
ゃ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー

　
使
え
な
く
な
っ
た
り
、
故
障
し
て
し
ま
っ

た
お
も
ち
ゃ
を
治
療
（
点
検
・
修
理
）
し
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
活

動
で
す
。

※
活
動
は
月
１
回
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
担

い
手
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

　
ご
自
身
の
空
い
て
い
る
時
間
に
で
き
る
こ

と
を
で
き
る
範
囲
で
行
え
ま
す
。
ま
た
、
活

動
が
不
安
な
方
で
も
、
事
前
に
研
修
会
の
開

催
も
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
活
動
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
病
院
と
は

　
家
で
眠
っ
て
い
る
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
治

療
（
点
検
・
修
理
）
し
新
し
い
命
を
吹
き
込

む
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
り
、
物

を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
活
動
で
す
。

・
ど
ん
な
お
も
ち
ゃ
で
も
修
理
で
き
ま
す
か

　
安
全
面
や
命
に
関
わ
る
も
の
、
骨
董
品
・

工
芸
品
な
ど
、
価
値
が
保
証
で
き
な
い
物
は

お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
修
理
は
誰
が
し
て
く
れ
ま
す
か

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
治
療

（
点
検
・
修
理
）
を
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
修
理
の

プ
ロ
で
は
な
い
の
で
治
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
修
理
に
費
用
は
か
か
り
ま
す
か

　
お
も
ち
ゃ
の
診
察
（
点
検
・
修
理
）
は
無

料
で
す
が
、
部
品
交
換
が
必
要
な
場
合
は
実

費
と
な
り
ま
す
。

・
点
検
・
修
理
に
時
間
は
か
か
り
ま
す
か

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
に
よ
る
活
動
の
た
め

１
～
２
カ
月
ほ
ど
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

・
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
お
願
い
す
る
場
合
、

付
属
品
は
必
要
で
す
か

　
壊
れ
た
部
品
の
か
け
ら
、
取
扱
説
明
書
、

Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
な
ど
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
随
時
お
も
ち
ゃ
の

治
療
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

秋の火災予防運動期間です！秋の火災予防運動期間です！

住宅防火　いのちを守る　住宅防火　いのちを守る　1010のポイントのポイント

お
も
ち
ゃ
病
院
が
開
院
し
ま
し
た
‼
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髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

詳　
細

　
消
費
生
活
相
談
所　
☎
28

－

０
５
８
５

　
　
（
南
６

－

２　
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
28

－

３
８
５
８

　
皆
さ
ん
は
消
費
生
活
相
談
に
製
品
事
故
が

含
ま
れ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？　

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機
関
等
か
ら
収
集
し
た

「
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
設
備
な
ど
に
か
か
わ

る
事
故
情
報
」
を
も
と
に
、
暮
ら
し
の
中
に

潜
む
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
消
費
者
被
害

の
事
例
や
生
活
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
く

ら
し
の
危
険
」
の
最
新
号
Ｎ
ｏ
・
３
７
４
か

ら
身
近
に
起
こ
る
キ
ケ
ン
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

〈
事
例
１
〉

　
即
席
カ
ッ
プ
め
ん
に
湯
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
オ
イ
ル

を
ほ
ぼ
同
時
に
入
れ
て
食
べ
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
容
器
の
底
が
抜
け
足
に
湯
が
か
か
っ

た
。
熱
い
と
思
っ
た
が
、
や
け
ど
は
し
な
か

っ
た
。
商
品
に
は
、
カ
ッ
プ
が
変
質
し
破
損

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
添
付
以
外
の
食

用
油
等
は
加
え
な
い
で
く
だ
さ
い
と
の
表
示

が
あ
っ
た
。

　
同
様
の
事
故
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
注
意
表
示
を
も
っ
と
目
立
つ
よ
う
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。（
受
付
年
月
：
２
０

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
】

　
発
泡
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
製
容
器
は
軽
く
て
丈

夫
で
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
あ
り
、
熱
を
伝
え
に

く
く
食
品
の
保
存
性
に
優
れ
て
い
る
の
で
即

席
カ
ッ
プ
め
ん
や
総
菜
等
の
食
品
に
使
用
さ

れ
て
い
る
容
器
で
す
。

　
今
回
の
表
示
は
、
食
品
表
示
法
等
に
よ
り
、

表
示
の
義
務
が
あ
る
注
意
・
警
告
表
示
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
即
席
め
ん
業
界
に
お
い
て

自
主
的
に
消
費
者
へ
の
注
意
喚
起
表
示
を
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

 

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
お
湯
等
を
注
い
だ
発
泡
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
製

容
器
（
即
席
カ
ッ
プ
め
ん
等
）
に
Ｍ
Ｃ
Ｔ
オ

イ
ル
や
え
ご
ま
油
等
を
加
え
る
と
、
容
器
が

Ｑ
：
気
を
付
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
Ｍ

Ｃ
Ｔ
オ
イ
ル
だ
け
で
す
か
？

Ａ
：
え
ご
ま
油
や
コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
、
亜

麻
仁
油
も
同
様
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
相
談
事
例
を
受
け
て
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
た
商
品
テ
ス
ト
で
は
調
査
し
た
18
銘

柄
の
商
品
全
て
の
本
体
に
「
添
付
以
外
の
食

用
油
等
は
加
え
て
は
な
ら
な
い
」
旨
の
表
示

が
あ
り
、
製
造
・
販
売
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
も
食
用
油
等
は
加
え
て
は
な
ら
な
い

旨
の
表
示
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
再
現
テ
ス
ト
に
お
い
て
も
Ｍ
Ｃ
Ｔ
オ
イ
ル

大
さ
じ
１
杯
（
15
ｍ
ｌ
）
を
入
れ
た
直
後
に

沸
騰
し
た
湯
を
約
５
５
０
ｍ
ｌ
注
い
だ
場
合
、

数
秒
で
容
器
が
破
損
し
た
よ
う
で
す
。

（
注
：
Ｍ
Ｃ
Ｔ
オ
イ
ル
と
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ
も

し
く
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
種
子
か
ら
「
中
鎖
脂

肪
酸
」
の
み
を
抽
出
し
た
も
の
）

２
２
年
10
月
、
70
代
女
性
）

〈
事
例
２
〉

　
２
種
類
の
即
席
カ
ッ
プ
め
ん
に
Ｍ
Ｃ
Ｔ
オ

イ
ル
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
容
器
が

破
損
し
、
中
身
が
漏
れ
て
食
べ
ら
れ
な
か
っ

た
。
Ｍ
Ｃ
Ｔ
オ
イ
ル
は
身
体
に
良
い
オ
イ
ル

と
言
わ
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
で
、
コ

ー
ヒ
ー
や
ス
ー
プ
に
混
ぜ
て
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
入
れ
て

も
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
。（
受
付
年
月
：
２

０
２
２
年
10
月
、
40
代
男
性
）

変
質
・
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
添

付
以
外
の
食
用
油
等
は
加
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。も
し
、加
え
る
場
合
は
中
身
を
別

な
容
器
に
移
し
替
え
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
商
品
テ
ス
ト
の
様
子
を

公
表
し
て
い
ま
す
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国民生活
センター

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
注
意
！

た
く
さ
ん
の
薬
を
飲
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

　
次
の
こ
と
に
、
思
い
当
た
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

・
複
数
の
病
院
で
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る
。

・
お
薬
手
帳
が
複
数
あ
る
。

・
か
か
り
つ
け
医
、
か
か
り
つ
け
薬
局
（
薬

剤
師
）
が
い
な
い
。

・
薬
が
多
す
ぎ
て
飲
む
の
が
つ
ら
い
。

・
処
方
さ
れ
た
と
お
り
に
服
用
し
て
い
る
の

に
体
調
が
悪
い
。

　
こ
れ
ら
に
思
い
当
た
る
方
は
、
多
剤
・
重

複
服
薬
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
多
剤
・
重
複
服
薬
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

・
体
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。

　
処
方
薬
は
効
き
目
が
強
い
た
め
、
重
複
す

る
こ
と
で
逆
に
体
の
不
調
を
招
く
こ
と
や
服

用
す
る
薬
が
増
え
る
ほ
ど
副
作
用
の
危
険
が

高
ま
り
ま
す
。

・
医
療
費
の
負
担
も
大
き
く
な
る
。

　
複
数
の
病
院
を
受
診
し
た
場
合
、
同
じ
効

能
の
薬
が
処
方
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
医
療
費
が
増
え
、
医
療
保
険
財

政
も
圧
迫
し
ま
す
。
財
政
の
圧
迫
は
、
個
々

に
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料
の
引

き
上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
は
？

　
多
く
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
た
め
に
、
副

作
用
を
起
こ
し
た
り
、
き
ち
ん
と
薬
が
飲
め

な
く
な
る
状
態
を
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」

と
い
い
ま
す
。
単
に
服
用
す
る
薬
の
数
が
多

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
高
齢
に
な
る
と
複
数
の
病
気
を
持
つ

こ
と
が
多
く
な
り
、
６
種

類
以
上
服
用
し
て
い
る
と
、

副
作
用
の
危
険
が
高
く
な

る
と
い
わ
れ
注
意
が
必
要

で
す
。

●
な
ぜ
副
作
用
が
起
こ
り
や
す
い
の
？

　
加
齢
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
肝
臓
や
腎
臓

の
働
き
が
弱
く
な
り
、
薬
を
分
解
し
た
り
、

体
の
外
に
出
し
た
り
す
る
の
に
時
間
が
か
か

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
薬
の
数
が
増
え

る
と
、
複
数
の
薬
が
影
響
し
、
薬
が
効
き
過

ぎ
た
り
、
効
か
な
か
っ
た
り
、
副
作
用
が
起

こ
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
は
複
数
の
薬

を
服
用
す
る
こ
と
で
、

物
忘
れ
、
め
ま
い
に
よ

る
転
倒
、
食
欲
低
下
、

便
秘
、
気
分
が
沈
む
な
ど
の
原
因
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
薬
が
変
わ
っ
た
り

追
加
さ
れ
た
と
き
は
、
い
つ
も
と
違
う
症
状

が
な
い
か
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
多
剤
・
重
複
服
薬
や
副
作
用
を
防
ぐ
た
め

に
は
？

・
お
薬
手
帳
を
１
冊
に
ま
と
め
る
（
電
子
版

お
薬
手
帳
も
あ
り
ま
す
）。

　
複
数
冊
あ
る
と
、
薬
の
情
報
が
医
師
や
薬

剤
師
に
正
し
く
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
１
冊
に
ま

と
め
る
こ
と
で
、
薬
の
効
能
の
重
複
や
副
作

用
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

・
か
か
り
つ
け
医
や
か
か
り
つ
け
薬
局
（
薬

剤
師
）
を
も
つ
。

　
日
頃
の
健
康
状
態
や
病
歴
、
病
状
、
薬
の

飲
み
合
わ
せ
や
重
複
処
方
、
副
作
用
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
等
も
継
続
的
に
把
握
し
た
上

で
、
薬
の
使
い
方
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

薬
に
つ
い
て
の
疑
問
は
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
と
き
や
薬
以

外
で
飲
ん
で
い
る
健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
処
方
さ
れ
た
薬
の
こ
と
を
知
る
。

　
医
師
や
薬
剤
師
か
ら
説
明
を
聞
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
薬
局
で
渡
さ
れ
る
薬
の
説
明
書

（
薬
剤
情
報
提
供
文
書
）
で
、
な
ぜ
必
要
な

の
か
、
ど
ん
な
作
用
が
あ
る
の
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
勝
手
に
薬
を
や
め
た
り
、
減
ら
し
た
り
し

な
い
。

詳　
細　
役
場
福
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５
７
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役
場
住
民
課
保
険
担
当

�

☎
28
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３
８
５
７

　
薬
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
減
ら
す

べ
き
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勝
手

に
薬
を
や
め
た
り
、
減
ら
す
こ
と
で
病
状
が

悪
化
し
た
り
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

・
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が
ら
な
い
。

　
薬
が
増
え
る
こ
と
で
副
作
用
の
危
険
が
高

ま
り
ま
す
。

・
重
複
受
診
を
控
え
る
。

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
に
受
診
す
る
と
、

受
診
や
薬
の
医
療
費
も
さ
ら
に
か
か
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
、
相
談
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
余
っ
て
い
る
薬
や
湿
布
な
ど
は
、
か
か
り

つ
け
薬
局
（
薬
剤
師
）
に
相
談
す
る
。

　
薬
剤
師
が
余
っ
て
い
る
薬
を
安
全
に
服
用

で
き
る
か
整
理
し
て
く

れ
た
り
、
医
師
と
相
談

し
て
新
た
に
処
方
さ
れ

る
薬
の
量
を
調
整
し
て

く
れ
ま
す
。

　
病
院
受
診
や
薬
の
服
用
の
状
況
を
、
か
か

り
つ
け
医
や
薬
剤
師
と
と
も
に
確
認
し
、
体

や
医
療
費
の
負
担
を
減
ら
し
、
正
し
く
お
薬

と
付
き
合
い
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

新
手
の
詐
欺
情
報

ネ
ッ
ト
通
販
で
商
品
を
購
入
し
、
代
金

を
振
り
込
み
し
た
が
、
数
日
た
っ
て
も
商
品

が
届
か
ず
、
し
ば
ら
く
す
る
と
「
商
品
が
準

備
で
き
な
い
の
で
〇
〇
ペ
イ
で
返
金
す
る
」

と
連
絡
が
き
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
友
達
登
録

を
求
め
ら
れ
、
〇
〇
ペ
イ
の
リ
ン
ク
が
届
き
、

指
示
さ
れ
る
が
ま
ま
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
い

る
と
、
返
金
さ
れ
る
は
ず
が
逆
に
送
金
し
て

し
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
新
手
の
詐
欺
が
全
国
で
多
発

し
て
い
ま
す
。

「
〇
〇
ペ
イ
で
返
還
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
た

ら
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

～
そ
れ
製
品
事
故
で
す
！
即
席
カ
ッ
プ
め
ん
等
の
発

泡
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
製
容
器
の
変
質
・
破
損
に
注
意
～
の
巻

第
131
回
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毎
年
、
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
焼
却
炉

を
使
用
し
て
ご
み
を
焼
却
し
た
り
、
金
属
を

お
金
に
し
よ
う
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
か
ら

金
属
を
取
り
出
す
た
め
に
金
属
を
含
む
不
要

な
物
を
焼
却
す
る
な
ど
違
法
な
焼
却
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
16
条
の
２
で
は
「
何
人
も
、
次
に
掲
げ
る

方
法
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
廃
棄
物
を
焼
却

し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
、
廃
棄

物
の
焼
却
は
処
理
基
準
に
適
合
す
る
焼
却
炉

や
一
部
の
例
外
を
除
き
、禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
を
犯
し
た
場
合
、
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

〇
不
法
焼
却
を
行
っ
た
者
に
は
、
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

（
法
人
は
３
億
円
以
下
）
ま
た
は
そ
の
両
方

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
焼
却

□
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

→
ど
ん
ど
焼
き
等
の
地
域
の
行
事
に
お
け
る

門
松
、
し
め
縄
等
の
焼
却

□
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却

→
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
等
の
焼
却
、
林
業

者
が
行
う
伐
採
し
た
枝
条
等
の
焼
却
、
漁
業

者
が
行
う
漁
網
に
付
着
し
た
海
産
物
の
焼
却

で
あ
っ
て
、
生
活
環
境
の
保
全
上
著
し
い
支

障
を
生
ず
る
廃
ビ
ニ
ー
ル
は
含
ま
れ
な
い

□
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通

常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微

な
も
の

→
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど
を

行
う
際
の
木
く
ず
等
の
焼
却

廃
棄
物
焼
却
炉
構
造
基
準

　
次
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
焼
却
炉
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

□
焼
却
炉
室
内
が
外
気
と
接
す
る
こ
と
な
く

８
０
０
度
以
上
の
温
度
で
焼
却
で
き
る
こ
と

□
焼
却
に
必
要
な
空
気
の
通
風
が
行
わ
れ
る

も
の

□
外
気
と
遮
断
さ
れ
た
状
態
で
、
定
量
ず
つ

廃
棄
物
を
燃
焼
室
に
投
入
で
き
る
こ
と

□
燃
焼
室
中
の
燃
焼
ガ
ス
の
温
度
を
測
定
で

き
る
こ
と

□
燃
焼
ガ
ス
の
温
度
を
保
つ
た
め
に
必
要
な

助
燃
装
置
が
あ
る
こ
と

　
ご
み
焼
き
は
火
災
の
原
因
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
有
害
物
質
等
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響

や
地
球
温
暖
化
を
進
め
る
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

詳　
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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ご
み
の
焼
却
は
禁
止
で
す
！

お
墓
の
手
続
き
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
町
で
管
理
し
て
い
る
墓
地
を
ご
使
用
の
方

で
、
次
の
事
柄
が
あ
っ
た
場
合
は
、
役
場
住

民
課
住
民
生
活
担
当
へ
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

①
使
用
者
が
町
内
で
転
居
し
た
場
合　

□
墓
地
使
用
者
住
所
変
更
届

②
使
用
者
が
町
外
へ
転
出
し
た
場
合　

□
墓
地
使
用
者
住
所
変
更
届

□
墓
地
使
用
権
者
代
理
人
届

□
町
発
行
の
墓
地
使
用
許
可
書

□
代
理
人
の
住
民
証
明
書
（
住
民
票
ま
た
は

運
転
免
許
証
等
）

※
使
用
者
が
町
内
に
居
住
し
て
い
な
い
場
合
は
、

町
内
住
民
を
代
理
人
と
し
て
届
け
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
代
理
人
届
と
代

理
人
の
住
民
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

③
使
用
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

□
墓
地
使
用
権
相
続
届

□
戸
籍
抄
本

□
町
発
行
の
墓
地
使
用
許
可
書

④
遺
骨
を
他
の
墓
地
等
へ
移
す
場
合

遺
骨
を
他
の
墓
地
等
へ
移
す
場
合
は
、
町

内
の
お
寺
等
の
納
骨
堂
や
墓
地
を
使
用
し
て

詳　
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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い
る
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

□
墓
地
改
葬
許
可
申
請
書

□
戸
籍
謄
本
の
写
し
（
申
請
者
と
埋
葬
者
の

関
係
が
分
か
る
も
の
）

□
埋
葬
証
明
書

※
埋
葬
証
明
書
は
、
町
内
の
お
寺
等
に
遺
骨

が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
場
合
に
必
要
と
な

り
ま
す
。

⑤
墓
地
を
返
還
す
る
場
合

□
墓
地
返
還
届

□
町
発
行
の
墓
地
使
用
許
可
書

な
お
、
各
種
様
式
は
役
場
住
民
課
住
民

生
活
担
当
に
て
お
渡
し
す
る
他
、
町
Ｈ
Ｐ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

墓地に関する
手続き

大
切
な　

水
と
一
緒
に　

暮
ら
す
日
々

大
切
な　

水
と
一
緒
に　

暮
ら
す
日
々

��

あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道

あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道
第43号第43号常盤浄水場見学の様子 出前講座の様子

詳　
細

　
　
役
場
建
設
課
建
設
室
土
木
担
当　
　
　

�

☎
28
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３
８
６
４

　
　
役
場
建
設
課
上
下
水
道
室
工
務
担
当

�

☎
28

－

３
８
６
８

大
誉
地
、
螺
湾
、
芽
登
小
学
校
４
年
生

が
社
会
科
授
業
で
上
下
水
道
施
設
の
見

学
に
訪
れ
ま
し
た

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
８
月
28
日
、
30
日
、
９
月
１
日
に
大
誉

地
、
螺
湾
、
芽
登
小
学
校
で
「
世
界
の
水

循
環
と
あ
し
ょ
ろ
の
水
道
水
」「
使
い
終

わ
っ
た
水
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い

る
？
」
に
つ
い
て
出
前
講
座
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
９
月
５
日
に
は
常
盤
浄

水
場
で
、
水
道
水
が
で
き
る
過
程
を
見
学

し
ま
し
た
。

  

足
寄
下
水
終
末
処
理
場
で
は
、
下
水
道

の
正
し
い
使
い
方
、
汚
れ
た
水
を
ど
の
よ

う
に
処
理
し
て
河
川
へ
放
流
し
て
い
る
の

か
や
、
水
道
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー

の
利
き
水
に
挑
戦
す
る
な
ど
楽
し
み
な
が

ら
学
習
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
本
町
の
上
下
水
道
事
業
を
よ
り

多
く
の
方
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
施
設
見
学
や
出
前
講
座
を
希
望
さ
れ
る

方
は
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

工
事
名
：
山
手
通
配
水
管
敷
設
替
工
事

工
事
期
間
：
10
月
中
旬
～
12
月
15
日
㈮

　
工
事
期
間
中
は
、
片
側
交
互
通
行
ま
た
は

通
行
止
め
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

屋内ゲートボール場屋内ゲートボール場

ＪＡあしょろＪＡあしょろ

工
事
名
：
南
７
丁
目
通
整
備
工
事
お
よ
び

南
７
丁
目
２
号
通
外
１
路
線
工
事
、
配
水
管

移
設
工
事

工
事
期
間
：
12
月
中
旬
ま
で

　
工
事
期
間
中
は
、
通
行
止
め
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

現
場
の
交
通
規
制
に
従
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

証道寺証道寺

西町３丁目

南６条７丁目

山
手
通

南３条１丁目

国道２４１号線
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●
新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
入
り
ま
し
た

「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
っ
と
！
プ
リ
キ
ュ
ア
♡
ふ
た
り
は

プ
リ
キ
ュ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
メ
モ
リ
ー
ズ
」

「
ミ
ニ
オ
ン
ズ
フ
ィ
ー
バ
ー
」

「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
超
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」

　
視
聴
覚
ブ
ー
ス
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
読
書
通
帳
達
成
し
ま
し
た
！

・
五
十
嵐
健
二
さん
：
２
冊
目

　
図
書
館
で
た
く
さ
ん
の

本
を
借
り
て
く
れ
ま
し
た
。

７
２
３
冊
達
成
！
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
●
今
月
の
展
示

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」

「
秋
を
楽
し
む
」

「
エ
モ
い
？
」

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
起
源
は
、
古
代
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ケ
ル
ト
人
が
始
め
た
お
祭
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
先
祖
の
霊
を
お
迎
え
す
る
と
と

も
に
悪
霊
を
追
い
払
う
目
的
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
現
在
で
は
楽
し
む
行
事
と
し
て
日

本
で
も
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
に
関
連
し
た
本
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
一
般
書

「
あ
な
た
が
誰
か
を
殺
し
た
」　

�

東
野　
圭
吾

「
緊
立
ち
」�

乃
南　
ア
サ

「
リ
カ
バ
リ
ー
・
カ
バ
ヒ
コ
」

�

青
山　
美
智
子

「
栗
し
ご
と
と
栗
の
お
菓
子
」

�

下
園　
昌
江

●
児
童
書

「
へ
ん
し
ん
や
き
い
も
」

�

あ
き
や
ま　
た
だ
し

「
こ
こ
に
い
る
よ
」�

鈴
木　
の
り
た
け

「
お
ぼ
え
よ
う
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ル
ー
ル
」

�

上
田 

敏
之

「
マ
デ
ィ
バ
・
マ
ジ
ッ
ク
」

�

ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

今
月
の
お
す
す
め

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
家
で
過
ご
し
た
大
切
な
時
間

　
カ
ナ
ダ
に
到
着
し
た
日
、
私
の
姉
と

弟
が
空
港
に
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
兄
弟
の
再
会
に
思
わ

ず
涙
を
流
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た

今
回
、
両
親
に
は
９
月
１
日
に
帰
る
と

伝
え
、
実
際
に
は
８
月
31
日
に
帰
宅
し

ま
し
た
。
母
は
突
然
の
帰
宅
に
驚
き
、

私
を
見
る
な
り
体
当
た
り
で
抱
き
つ

き
、思
わ
ず
転
び
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
実
家
に
帰
っ
て
き
た
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
想
像
よ
り
も
、
さ
ら

に
お
い
し
く
て
感
動
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
滞
在
中
に
久
し
ぶ
り
に
親

し
い
友
人
た
ち
と
再
会
し
ま
し
た
。
話

が
弾
み
、一
年
間
も
離
れ
て
い
た
の
に
、

ま
る
で
昨
日
ま
で
一
緒
に
い
た
か
の
よ

う
な
不
思
議
な
感
覚
で
し
た
。
カ
ナ
ダ

を
離
れ
て
い
る
間
、
多
く
の
こ
と
が
変

わ
り
ま
し
た
が
、
変
わ
ら
な
い
も
の
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
帰
国
で
、

私
は
大
切
な
人
た
ち
と
は
、
ど
ん
な
に

遠
く
離
れ
て
い
て
も
、
そ
の
人
た
ち
と

の
絆
は
決
し
て
壊
れ
る
こ
と
は
な
い
と

実
感
し
ま
し
た
。

　

今
度
は
そ
の
大
切
な
人
た
ち
に
日

本
、
そ
し
て
足
寄
を
見
て
欲
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

を
実
感
し
、
と
て
も
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
は
弟
た
ち
が
私
を
ゴ

ル
フ
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
あ
ま
り
乗
り
気
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実

際
に
や
っ
て
み
る
と
と
て
も

お
も
し
ろ
く
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ゴ
ル
フ
の
後
は
、
テ
ィ

ム
ホ
ー
ト
ン
ズ
に
行
き
、
つ

い
に
一
年
間
ず
っ
と
飲
み
た

か
っ
た
「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ダ

ブ
ル
ダ
ブ
ル
」
を
飲
む
こ
と

カ
ミ
ー
ル
・
エ
ス
ペ
リ
ー
タ

ゴルフを楽しむカミールさん

新　

着　

図　

書

　
猛
暑
の
夏
が
過
ぎ
去
り
、
今
年
も
実
り
の
秋

を
迎
え
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中

で
少
し
気
を
付
け
て
行
動
す
る
こ
と
で
温
暖
化
防

止
に
つ
な
が
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
食
品
の
無
駄
を
な
る
べ
く
避
け
る
こ
と
も
そ
の

一
つ
で
す
。
食
品
も
生
産
や
流
通
、
廃
棄
な
ど
全

て
の
過
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
を
排
出
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
日
本

で
１
年
間
に
発
生
す
る
食
品
廃
棄
物
の
量
は
約

６
０
０
万
ト
ン
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

国
民
１
人
が
毎
日
、
ご
飯
を
茶
碗
一
杯
分
捨
て

て
い
る
の
と
同
じ
く
ら
い
の
量
で
す
。

　

家
庭
で
発
生
す
る
食
品
ロ
ス
は
大
き
く
①
食

べ
残
し
、
②
直
接
廃
棄
（
賞
味
期
限
切
れ
な
ど
に

よ
り
手
つ
か
ず
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
も
の
）、
③

過
剰
除
去
（
調
理
の
際
、
食
べ
ら
れ
る
部
分
を
過

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
18
回剰

に
除
去
し
た
も
の
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

◎
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

・
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
買
い
過
ぎ
な
い
こ
と

や
、
す
ぐ
に
食
べ
る
商
品
は
、
陳
列
順
に
購

入
す
る
。

・
飲
食
店
で
食
事
す
る
と
き
は
、
食
べ
き
れ

る
量
を
注
文
し
、
残
っ
た
場
合
は
可
能
で
あ

れ
ば
持
ち
帰
る
、
宴
会
な
ど
は
意
識
的
に
食

べ
る
時
間
を
設
け
る
。

・
調
理
の
と
き
は
、
食
べ
ら
れ
る
分
だ
け
作

る
よ
う
に
し
、
食
材
が
余
っ
た
ら
使
い
切
り

レ
シ
ピ
な
ど
も
参
考
に
無
駄
に
し
な
い
。

・
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
食
品
は
傷
ま
な
い
よ

う
に
冷
凍
し
た
り
、
そ
れ
を
忘
れ
な
い
よ
う

冷
蔵
庫
内
の
配
置
を
工
夫
す
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
冷
蔵
庫
か
ら
温

暖
化
対
策
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
食
品
ロ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
環
境
省
）

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
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　町では、少子化対策の推進を目的として、新規に婚姻した新婚世帯の新生活に係る住居費用・リフォ
ーム費用および引越費用の一部を助成します。
◆補助対象期間：令和５年４月１日～令和６年３月31日
◆対象世帯：次の①または②に該当し、かつ⑴～⑸の条件を全て満たす世帯

◆対象経費：補助金上限額30万円（夫婦ともに29歳以下の場合は60万円）　※上記②に該当する世帯は、
夫婦の年齢にかかわらず前年度の交付額を30万円から差し引いた額が上限
町内にある住居に対する、補助対象期間中の婚姻を機とした次の費用を対象
・住宅取得費用（建物のみ）
・住宅賃貸費用（賃料、敷金、礼金、共益費、仲介手数料）
・住宅リフォーム費用（修繕、増築、改築、設備更新等の費用）
・引越費用（引越業者または運送業者へ支払った費用）
※予算額に達した時点で受け付けを終了します。
※対象経費の内容によって必要書類等が異なりますので、申請前にお問い合わせください。
詳　細　役場総務課企画調整担当　☎２８－３８５１

①令和５年３月１日から令和６年３月
31日までに婚姻届を提出し夫婦共に39
歳以下および夫婦の合計所得が５００
万円未満

②前年度に本補助金の交付決定を受け
前年度の交付額が30万円未満

＜条件＞
⑴住民票の住所が対象住居（町内）になっている
⑵他の公的制度による家賃補助を受けていない
⑶過去に本補助金の交付を受けたことがない
※左記②の世帯を除く
⑷町税等の滞納がない
⑸町暴力団排除条例に規定する暴力団員でない

足寄町結婚新生活支援事業補助金　～新婚世帯の新生活を支援します～

または

食品ロスの発生量

食べ残し
１０５万トン

過剰除去
３４万トン

直接廃棄
１０５万トン 食品製造業

１２５万トン

食品卸売業
１３万トン

食品小売業
６２万トン

外食産業
８０万トン

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/
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募　

集

町
職
員
人
事

ご
寄
附
・
ご
寄
贈

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

募
集
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間　
11
月
７
日
㈫
ま
で

試
験
日　
11
月
12
日
㈰

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

Ⓗhttps://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

obihiro/

善
意
の
ご
寄
附
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

・
株
式
会
社
三
英
Ｔ
Ｔ
Ｆ
事
業
所
（
山
川
晴

之
工
場
長
）
か
ら
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た

め
に

ミ
ド
ル
サ
イ
ズ
卓
球
台
「
ア
ウ
テ
ン
テ
ィ
コ
」

�

１
台

退
職
者
（
９
月
30
日
付
）

足
寄
町
発
令

眞
鍋　
愛
（
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
）

お
知
ら
せ

10
月
は
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
で
す

　
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
重
油
や
灯
油
を

混
ぜ
た
り
、
灯
油
や
重
油
か
ら
軽
油
を
製
造

し
た
も
の
な
ど
を
い
い
、
こ
れ
ら
を
販
売
、

使
用
す
る
こ
と
は
、
脱
税
行
為
で
あ
り
、
悪

質
な
犯
罪
で
す
。

　
道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に
向
け
て
関
係

機
関
と
連
携
し
、
軽
油
の
抜
取
調
査
な
ど
を

さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。「
不
正
軽
油
」
の
話

を
聞
い
た
り
、
見
た
り
し
た
と
き
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

詳
細　
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番

☎
０
８
０
０

－

８
０
０
２

－

１
１
０

十
勝
総
合
振
興
局
課
税
課
事
業
間
税
係

☎
０
１
５
５

－

27

－

８
５
１
０

個
別
的
労
使
紛
糾
あ
っ
せ
ん
制
度
の
ご
案
内

　
解
雇
や
賃
金
未
払
い
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
の
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
問
題
に

詳
し
い
経
験
豊
か
な
「
あ
っ
せ
ん
員
」
が
、

障
が
い
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア
２
０
２
３

　
十
勝
管
内
に
お
け
る
障
が
い
者
の
一
層
の

雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯

広
が
主
催
し
、
北
海
道
、
帯
広
市
の
共
催
に

よ
り
企
業
の
採
用
担
当
者
と
障
が
い
者
が
一

堂
に
会
す
る
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
26
日
㈭　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
帯
広

※
参
加
を
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
「
障
が
い

者
求
職
登
録
」
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
細　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広
専
門
援
助
部
門

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
２
９
６
（
音
声
案
内

が
あ
り
ま
す
の
で
部
門
コ
ー
ド
の
「
43
＃
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広
池
田
分
室

☎
０
１
５

－

５
７
２

－

２
５
６
１

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
説
明
会
を
開
催

　
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護
団
で
は
、
Ｂ

型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
お
伝

え
し
、
１
人
で
も
多
く
の
被
害
者
が
救
済
さ

れ
る
よ
う
に
、
全
道
で
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
の
で
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
12
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所　
と
か
ち
プ
ラ
ザ　
講
習
室
４
０
１

参
加
費　
無
料

当
事
者
双
方
か
ら
お
話
を
伺
い
、
問
題
点
を

整
理
し
た
上
で
助
言
等
を
行
い
、
歩
み
寄
り

に
よ
る
解
決
を
図
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
あ
っ
せ
ん
」
の
利
用
は
無
料

で
迅
速
な
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

詳
細　
北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
課

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
６
６
７

北
海
道
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
１
日
か
ら
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働

く
全
て
の
労
働
者
（
会
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
の
方
、
学
生
な
ど
働
く
全
て
の
人
）

お
よ
び
、
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海

道
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額　
時
間
額
９
６
０
円

詳
細　
北
海
道
労
働
局
帯
広
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
５
５

－

97

－

１
２
４
３

10
月
16
日
か
ら
22
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

　
行
政
相
談
は
、
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
意

見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
や
実
現

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
制
度
や
運

営
の
改
善
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
週
間
を
中
心
に
、
行
政
相
談
活

動
を
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
・
相
談
先　
行
政
苦
情
１
１
０
番

☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
売
期
間　
10
月
20
日
㈮
ま
で

抽
選
日　
10
月
27
日
㈮

詳
細　
（
公
財
）
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
１
１

－

２
３
２

－

０
２
８
１

「
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」

お
よ
び
「
相
続
登
記
相
談
会
」
を
開
催

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
相

続
登
記
の
申
請
義
務
化
を
控
え
て
、
法
務
局

職
員
、
司
法
書
士
お
よ
び
公
証
人
に
よ
る
相

続
・
遺
言
に
関
す
る
終
活
セ
ミ
ナ
ー
と
相
続

登
記
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
18
日
㈯　
相
続
・
遺
言
に
関
す

る
終
活
セ
ミ
ナ
ー
：
午
後
１
時
～
４
時　

相
続
登
記
相
談
会
：
午
後
１
時
～
５
時

場
所　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

予
約
受
付
期
間　
10
月
23
日
㈪
～
11
月
15
日

㈬　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
平
日
の
み
）

申
込
・
詳
細　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

登
記
部
門

☎
０
１
５
５

－

24

－

５
８
３
７

ハロウィーンナイト観望会
　10月31日のハロウィーンにちなみ、ハロウィ
ーンナイト観望会を開催します。
　観望会では、おばけにまつわる天体をまじえて、
木星や土星、海王星、秋の天体をご案内します。
　仮装をしてご来館されたお客様には先着順で
お菓子をプレゼントします。
　天文台もハロウィーンの装いとなり、にぎや
かになっています。ハロウィーンナイト観望会
に参加して、仮装と秋の天体たちを楽しみまし
ょう！
　皆さまのご来館をお待ちしています。

日時　10月25日㈬～29日㈰
　　　午後１時～９時30分
入館料　大人：３００円（午後１時～５時）
� ５００円（午後５時～９時30分）
　　　　小人：２００円（午後１時～５時）
　　　　　　３００円（午後５時～９時30分）
詳細　銀河の森天文台
　　　☎２７－８１００

本別町文化祭を開催します

詳
細　
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護
団

☎
０
５
０

－

３
７
８
６

－

１
５
７
０

10
月
は
里
親
月
間
で
す

～
あ
な
た
も
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
～

　
里
親
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り

家
庭
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
あ
た

た
か
い
愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
い
く
、
児
童

福
祉
法
に
基
づ
く
制
度
で
す
。

　
里
親
は
、
特
別
な
資
格
は
必
要
な
く
、
い

く
つ
か
の
要
件
と
研
修
受
講
で
登
録
が
可
能

で
す
。

詳
細　
北
海
道
帯
広
児
童
相
談
所

☎
０
１
５
５

－

22

－

５
１
０
０

中
小
企
業
退
職
金
制
度
に
つ
い
て

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）
制
度

は
、
中
小
企
業
従
業
員
の
福
祉
の
増
進
を
目

的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
」
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
た
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。
退
職
金
制
度
を
持
つ
こ
と
が

難
し
い
中
小
企
業
の
実
情
を
考
慮
し
た
掛
金

助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
細　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４

最低賃金制度

　本別町文化協会、本別町教育員会では、本別
町民の日頃の学習成果を一堂に発表する本別町
文化祭を次の通り開催します。地域に根差した
身近な文化をお楽しみください。

①展示発表
日時　11月１日㈬～３日（金・祝）　
　　　午前８時30分～午後10時
場所　中央公民館各室

②お茶席コーナー
日時　11月３日（金・祝）午前10時～午後２時
場所　中央公民館（視聴覚室）

③芸能発表
日時　11月５日㈰　午後２時（予定）
場所　中央公民館大ホール
詳細　中央公民館文化振興担当
　　　☎２２－５１１１

から町別陸 から町別本
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　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さ
んを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ち
しています！過去に掲載したお子さんも、掲載
後１年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿
フォームからお申し込みください！お問い合わ
せは役場総務課広報広聴担当まで。
☎２８―３８５０

うちの人気者
投稿フォーム

ひとのうごき

９月末の住民基本台帳

☆10月に入りました。秋はスポーツの秋、
読書の秋、食欲の秋などさまざまな楽
しみがあるかと思います。皆さんは、
どのような秋を楽しみますか。

☆先日、白寿の敬老祝いの取材をさせて
いただきました。白寿を迎えられた豊
田さんは、とても元気な様子で、老人
憩の家でのかるたサークルに参加して
仲間たちと楽しく過ごし、家で縫い物
をしていることが長生きの秘訣とのこ
とです。心身ともに健康に過ごすため
に、さまざまな人との交流や趣味にい
そしむなど「生きがい」を持つことは、
とても大切なことですね。

西東　西東　奏奏
か な とか な と

都都ち
  ゃ
   ん

� （令和４年９月７日生まれ）

　１歳の誕生日おめでとう！に
ぃにの事が大好きな奏都！にぃ
にの後ばっかり付いて歩いて一
緒に遊ぶの大好き♪これからも
元気いっぱい大きく育ってね♪
大好きだよ♡

� 勇人・衣利奈さ
んの子

今月の表紙

　９月30日㈯に行われた「足寄中学校文化祭」
でのスナップです。

人　口　　６，２０４　人　（－21)
　男　　　３，０６３　人　（－８)
　女　　　３，１４１　人　（－13)
世　帯　　３，３１１世帯（－15)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

古田　古田　宏宏
こうすけこうすけ

介介ち
  ゃ
   ん

� （令和３年９月21日生まれ）

　甘えん坊でわんぱくなこうちゃ
ん♡祖父母の家の猫達が大好き！
踊るのも大好きで音楽が流れると
ノリノリで踊ります♪これからも
元気にすくすく育ってね♡

慶彦・友香さ
んの子

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで


